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　　　二つの「ディーワーン」
－イルハン国初期のイラン地域支配をめぐってー
　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　モンゴル帝国第４代モンケ・カアン（元朝の憲宗：在位１２５１－５９年）は
即位すると、弟クビライに東方遠征を命じ、１２５４年には年下の弟フレグ
をアム河以西地域の西征に送り出した。フレグは１２５６年にアム河を渡っ
てイラン高原に到り、ニザール派のアラムート城、アッバース朝の首都バ
グダードなどを征服した。やがて１２５９年にモンケ・カアンが南宋遠征中
に急死すると、フレグの兄クビライとモンゴル本土を守っていた弟アリク
・ブケが、カアン位継承をめぐり対立する。この混乱は１２６４年にアリク・
ブケが投降するまで続き、この状況を受けてフレグはアム河からユーフラ
テス河に至るいわゆる「イラン地域Ｔｒａｎ　ｚａｍｉｎ」に留まり、イルハン国
（１２５８－１３３０年代末）を形成した。
　かつてＡ．Ｋ．Ｓ．Ｌａｍｂｔｏｎは、遊牧政権によるイラン支配は、その全土に
おいて一様であったわけではないという視点にもとづき、モンゴル支配期
のイラン南部のファールス州とキルマーン州の財務行政を研究した。そし
てファースル州とキルマーン州では、モンゴルが征服地でしばしば実施し
た人口調査（ｓｈｕｍａｒ）が行われたという記録が残っていないこと、人口調
査にもとづき導入されたクプチュル（ｑｎｂｊｎｒ）と呼ばれた人頭税徴収の記
録も少ないことを指摘した（Ｌａｍｂｔｏｎ　１９８６：　９０）。一方、ルーム地方（アナ
トリア半島一帯）でも、モンケ・カーンは人頭税クプチュルを禁止してい
る（井谷１９８０）。さらに中世トルコの通史を執筆したＣ．Ｍｅｌｖｉｌｌｅは、モン
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ゴル支配下のルーム地方にはクプチュルが導入されなかったという見解を
呈示している（Ｍｅｌｖｉｌｌｅ　２００９：　８０）。
　本稿では、これらの見解を踏まえ、モンゴルによるイラン地域の支配に
ついて、モンゴル帝国初期のカアンが直接支配した時期から、イルハン国
の第２代アバガ・ハン治世（在位１２６５－８２年）までにかけて考察したい。
　モンゴルが最初にイラン地域に進軍したのは、モンゴル帝国の創設者チ
ンギス・ハン（在位１２０６－２７年）による１２２０年代前半の西征であった。
チンギスはイラン東端に進攻してモンゴル高原に帰還するにあたり、一部
の軍をイラン方面に派遣した。そしてチンギス・ハンの死後、彼の末子ト
ルイの監国期から、チンギスの長子・後継者である第２代オゴデイ・カア
ン治世（在位１２２９－４１年）初期までの間に、タマ軍（辺境鎮戎軍）が派遣
されるとともに、財務機関ディーワーン（ｄｉｗａｎ）が設置され、アム河以
西地域の財務行政を掌るようになった。このディーワーンは、『元史』「憲
宗本紀」の「阿母河等処行尚書省」に同定される（本田１９９１ｃ）。本稿で
は、後述するイルハン国の中央ディーワーンと区別するため、便宜上、こ
の漢語名を使用する。ディーワーンの官僚達は、征服地の人口調査、各種
の税一徴税区の設定、徴税を行い、カアンは征服地に自らを含めた王族の
権益を設定した。
　本稿の第１章では、モンケ・カアン治世末までに、阿母河等処行尚書省
により人口調査が実施され、王侯の権益が設定された地域を確定する。次
に第２章では、阿母河等処行尚書省の管轄下の地域に対し、フレグの西征
による新征服地およびフレグが支配権を承認した地方政権の支配地には、
どのような支配体制・税制が導入されたのか明らかにする。そして第３章
では、イルハン国の財務行政機関の中枢である中央ディーワーンの起源に
ついて考察し、第４章では、イルハン国の成立が阿母河等処行尚書省とそ
の管轄地域にどのような影響を及ぼしたのか検討したい。
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　　　　１．歴代カアンによる人口調査と「分地分民」
　モンゴル帝国の創設者チンギス・ハンは、１２０６年、モンゴル高原の遊
牧諸部族を統一し、それらの諸部族を千戸組織に編成した。これらの千戸
組織は、百戸・十戸の下位集団から形成されていた。その後、チンギス
は、これらの千戸組織の一部を複数ずつ諸子諸弟に分配し、それぞれの遊
牧地を定めた。
　その後、チンギス・ハンと彼の後継者であるカアン達および王族・功臣
（以下、王侯と略記する）は、これらの千戸から徴発された軍隊を率いて、
ユーラシアの東西へ遠征し、各地を征服した。ある地域が征服されると、
カアンは、戦利品・捕虜・工匠（手工業者）などを、王侯に分配すること
を常とした（四日市２００７　；　川本２０１３）。
　さらにチンギス・ハンの後継者オゴデイ・カアンは、１２３６年、中国の
中原において旧金領の住人の戸口調査を行わせ（１）、一定数の戸口と、その
付籍地を、モンゴル王侯に分与した。モンゴル王侯は、毎年、自らの戸口
に課せられた税のうち、一定額を得ることを認められていた。またイルハ
ン国の創設者フレグの兄であった第５代カアン、クビライ（在位１２６０－
９４）は、１２７９年に南宋を征服したのち、江南の一定の地域に登録された
住民を、中原同様に王侯に分与した。江南では、毎年、江南戸紗という税
収が現金でおさめられていた。
　これらの王侯に分与された戸口は、漢語史料ではしばしば「分民」、ま
た戸口の付籍地は「分地」と記されている。これに基づき、松田孝一氏
は、カアンがモンゴル王侯に戸口とその付籍地を分与したことにより成立
した政治・社会体系を「分地分民」制度と定義した（松田１９７８）。
　「分民」は、モンゴルの伝統である被支配者の人数に基づく「属人主義」
的な支配体制を示す表現と言えよう。一方、このようなモンゴル帝国初期
のカアンによる分民の設定は、後ほど具体例を示すように、同時代のペル
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???
シア語・アラビア語文献では、王侯に対する「属地主義」的な一定地域の
支配権の授与として表記される場合がある。このような記述には、西アジ
ア出身の著者の認識が反映されていると考えられる。漢語史料の「分地」
という語は、こうした西アジアの文献の叙述に対応していると言えよう。
そこで本稿では「分地分民」という概念を、イラン地域における王侯に対
する征服民・征服地の分与の分析に応用することを試みる。
　翻って西に目を向けると、チンギス・ハンは、１２２０年代前半に、正室
ボルテの４人の王子、ジュチ、チャガタイ、オゴデイ、トルイを率いて、
中央アジア・アム河以西地域に向けて遠征を行った。この西征の後、さら
なる諸地方の征服と治安維持のために、２つのタマ軍が派遣され、現在の
イラン北西部のアゼルバイジャン方面と北東部のホラーサーンからアフガ
ニスタンにかけての地域に駐屯するようになった。
　その一方で、本稿冒頭で述べたとおり、現在のイラン北東部のホラー
サーン州には、財務機関ディーワーン（ｄｉｗ飢）が設置され、アム河以西
の征服地の徴税を管轄した。チンギスの４人の王子と子孫、すなわち４王
家の王族は、アム河以西の地域に、それぞれの権益を代表する家臣アミー
ル（ａｍｉｒ）達を任命し、アミール達は阿母河等処行尚書省に書記を送りこ
んだ。４王家は、彼らを介して、征服地における権益を獲得し、使節を派
遣して収益を得るようになった。
　やがてトルイの長子である第３代モンケ・カアンが即位すると、１２５２
年に漢地で新戸口調査と新税の割付けを実施し（愛宕１９８８）、１２５３年には
南ロシアの人口調査を命じた（ＡＩｌｓｅｎ１９８７）。阿母河等処行尚書省の長官
アルグン・アカも、１２５２年にイラン地域でのクプチュル（ｑｉｉｂｃｈｎｒ）の施
行を命じられた。彼は、１２５３年末から１２５５年にかけて、イラン地域の一
部で、人口調査（ｓｈｕｍｉｒ）を行い、それに基づきクプチュル（ｑＵｂｃｈＵｒ）
と諸税（ａｍｗａｌ）を割付けた（ゐ尨、７即助砂：ＩＩ，２５８　；　本田１９９１ｃ：　１２０）。第
２代オゴデイ・カアン治世と彼の長子第３代グユク・ハン治世（在位
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１２４６一一４８年）に、イラン地域では人口調査が行われていたが、後述のとお
り一部の地域に留まり、地域によっては徴税が継続的・定期的とは限ら
ず、税目や徴収時期の定まらない取り立てが行われたと思われる。
クプチュルは、元来は遊牧民に課される家畜税を指したが、モンゴル支配
下のイラン地域ではモンゴルが施行した軍隊・駅伝・使節の経費を賄うた
めの現金納の人頭税（２）、あるいは定住民に課した家畜税の意味でも使用さ
れるようになった（Ｄｏｅｒｆｅｒ　１９６３：　３８７－９２；　本田１９９１ａ：　２８７－９０；　本田１９９１ｄ：
２０９－１１）。また当時のペルシア語文献では「クプチュルとカラン（ｑａｌｈ戸）」
という表現で、モンゴルが課した人頭税・賦課一般を指す場合もあり（本
田１９９１ａ：　２９９）（４）、クプチュルの指す意味合いは、用例ごとに解釈する必
要がある。本稿ではクプチュル税と表記し、基本的に現金納の人頭税を指
すこととする。
　その後、アルグン・アカは、１２５６年にモンケの宮廷に向かい、人口調
査の結果を報告した。当時、阿母河等処行尚書省に財務官僚として出仕し
ていたアラー・アッディーン・アターマリク・ジュワイニーは、彼の著作
『世界征服者の歴史Ｔａｒｉｋｈ－ｉ　Ｊａｈａｎｇｕｓｈｔ
１２５６年に「この度、諸地方の人口調査（ｓｈｕｍａｒ）が行われたので、諸地
方をあらゆる親族と兄弟達に割当てられた（ｔａｋｈ山ｆａｒｍｉｉｄａ）」と伝えてい
る（ゐＭ，７ｇｚ４屈砂：ｖｏｌ．　２，　２５５－６０）。この記述は、『元史』巻三「憲宗本紀」
の「阿母河回回降民分賜諸王百官」に対応する（本田１９９１ｃ：　１２３；　ＡＩｌｓｅｎ
２００１：　４８）。すなわちモンケ・カアンは、中原およびトルキスタン、そし
てその他の征服地の「分地分民」の設定とおなじように、アム河以西の征
服地の「降民」の人口と、その人口の登録地を、王侯に分与したのである。
　この分与は、イランで実施された最も大規模な王侯の所領設定であった
が、基本的には過去の「分地分民」の設定を踏襲するモンゴルの慣習に
のっとり、王族の既得の権益、２代オゴデイ治世と３代グユク治世の人口
調査と権益の設定に、新たに調査対象となった地域・住民数を加え、再整
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理されたうえで、分与されたはずである。
　またオゴデイ治世１２３５年に作成された中原の戸籍簿「乙未籍冊」およ
びモンケ治世１２５２年に作成された壬子の戸籍統計が、元朝で代々受け継
がれたように（松田１９９０；愛宕１９８８）、オゴデイ治世とモンケ治世のイラ
ン地域における人口調査の結果は、イルハン国に受け継がれたと考えられ
る。すでにＬａｍｂｔｏｎが言及しているように（Ｌａｍｂｔｏｎ　１９８６：　９０）、イラン地
域の人口調査の頻度については、６９９／１２９９－１３００年に亡くなった詩人ＰＵｒ
Ｂａｈａが「３０年に１［回］と詠っている（Ｍｉｎｏｒｓｋｙ　１９５６：　１９４）。すなわちイ
ランでの全国規模の人口調査は、モンケ治世以降およそ３０年間は行われ
ることはなかったようである。
　近年、渡部良子氏は、１３世紀末の第５代イルハン、カイバト治世（治
世１２９１－９５）の財務事情を伝える財務術指南書『会計術における導きの書
Ｍｕｒｓｈｉｄ　ａｌ一細励』を紹介・分析した。同書に見られる「某年における、世
界征服者のヤルリグ（勅令）と偉大なるアミール某の指示に従い行われた
ヤズドのトゥメンの人口調査」（渡部２０１１；Ｔ７１　Ｍｕｒｓｈｉｄ：１０６ｂ－１０７ｂ）とは、
（世界征服者り油ｉｉｎｇｕｓｈａｙ）」であるモンケ・カアンの勅令により、「ア
ミール（ａｍＴｒ）」、つまり阿母河等処行尚書省の長官アルグン・アカの指揮
下で実施されたモンケ治世の人口調査を指すと考えられる。そしてイルハ
ン国の租税台帳に収録されていた人口調査簿（功μ）（渡部２０１３）とは、
モンケ・カアン治世の調査に由来する記録で、恐らくはモンケ治世の
１２５０年代後半に行われた人口調査から３０年経過して、後述のとおり、第
７代イルハン、ガザン（在位１２７１－１３０４年）が６９７／１２９７－９８年に全国的な
クプチュル税の設定を行った際に見直されたものであったと考えられる。
またモンケ・カーンは、１２５２（壬子）年に中原で行った戸口調査に基づき、
１２５７（丁巳）年に「分地分民」を設定した。この時に新たに権益の代表者
として分与の対象となった王族は、モンケの同母弟クビライ、フレグ、異
母弟（トルイの庶子）モゲ、ブジェク、ソゲドウであった（村岡１９９２：
　１１６
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２５）。また１３世紀初めに成立した史書『ワッサーフ史廻流加恥皿
伝える中央アジアの都市ブハラにおける新人口調査の実施の記事による
と、ブハラの人口は、ジュチ家２代宗主バト、モンケの実母ソルカクタ
ニ・４キヽ当時の「カアン」の三者の間で分配された（恥刄邸５１）。この
記事は、一般的にモンケ治世のことであると考えられている（川本
２０００）。これらのモンケ治世の中原とブハラの分民の事例は、モンケが自
らの母および兄弟を対象とする「分地分民」を各地に定めたことを示して
いる。そしてイラン地域でも、モンケが即位した際に、実母ソルカクタ
ニ・ペキの書記、同母弟クビライ、フレグ、アリク・ブケ、異母弟モゲの
権益を代表する代理（ｎａｗｋａｒ）が阿母河等処行尚書省に任命されたことを
確認できる（ゐ沿、７卯屈砂：ＩＩ：　２５５－５６）。これらのことより、モンケ治世の
イラン地域における分地分民の際に、トルイ家王族の権益が設定されたと
判断できよう。
　それではモンケが王侯に分与した「分地」「分民」は、主にイラン地域
のどのあたりに存在したのだろうか。まず先述の『世界征服者の歴史』に
よると、オゴデイ治世の阿母河等処行尚書省の長官コルグズは、「ホラー
サーンとマーザンダラーンの税の諸事（ｕｍｎｒ）を記録し、諸財（ａｍｗｉｉｌ）
を蓄え、方々から帝王にふさわしき珍宝を獲得した。そして改めて人々の
数（ｓｈｕｍａｒ－ｉ　ｍａｒｄｕｍ）を数え、正税の設定（ｑａｒａｒ－ｉ　ｍａｌｈａ）を行い、工房
（ｋａｒｋｈａｎ匍を設営した）（ゐ如昭吋７卵：ＩＩ，２２９：本田１９９１ｃ：　１１１；川本２０１３）。
　そしてモンケ治世に、長官アルグン・アカが行尚書省の官僚達を調査の
ために派遣した地域は、ホラーサーンとマーザンダラーン州であった
（ゐ／ｚｊ，７即屈砂：ＩＩ，２５６；川本２０１３）。またアルグン・アカ自身と他の官僚達
が人口調査とクプチュル税の設定に向かった地域は、グルジスターン、
アッラーン、アゼルバイジャン、イラク・アジャムの諸州とヤズドである（５）
（ゐみ励卯屈砂：ＩＩ，２５８－５９；北川１９９８；川本２０１３）。さらにモンゴル支配期の
アルメニアについて研究したＤ．Ｂａｙａｒｓａｉｋｈａｎによると、１２５３年、または１２５５
年に大アルメニア州でも人口調査が行われた（Ｂａｙａｒｓａｉｋｈａｎ　２０１０：　１０８－１０９）。
　さらに周知のとおり、イルハン国末期に、財務官僚ハムド・アッラー・
ムスタウフィーが執筆した博物誌『心魂の歓喜』の地理情報には、トゥメ
ン（ｔａｍａｎ）という地域区分が散見される。本田賓信氏や川本正知氏は、
これらのトゥメンが、ほぼモンケ治世までの人口調査によって設定された
と考察している（本田１９９１ｃ：　１２２；　川本２０００；川本２０１３）。
　トゥメンは「万」「多数」を意味するモンゴル語・トルコ系諸語に由来
する語彙である。モンゴルがイラン地域で行った人口調査は、「千（ｈａｚｉｉｒａ）」
を定める（ゐ屁ｚ７卯幼砂：ＩＩ，２５８）という表現からもわかるように、基本的
に軍隊の構成と同様に、千人・千戸を一つのまとまりとしており、さらに
その下に「百（Ｓａｄａ）」、クプチュル税を徴収するための最小単位「十
（ｄａｈａ）」が存在した（Ｊ油ａｎｇｕｓｈａｙ：ＩＩ，２５６，２６１；川本２０００；川本２０１３）。た
だし、トゥメンはモンゴル軍の「万戸」の構造と同じように、厳密に
「万」という数値どおりに１０個の千戸から構成されていたわけではなく、
様々な規模の「千戸」がいくつも集められた集合体であったと考えられる。
　イラン地域に存在したと伝えられるトゥメンは、本田氏・北川氏・川本
氏の研究、そして『心魂の歓喜』と『世界征服者の歴史』の記述にもとづ
くと、【表１】のとおりである（本田１９９１ｃ：北川１９９８；川本２０００；川本
２０１３；　Ｎｕｚｈａｔ：　５５，　１５０；ゐゐ＆７ｇｚ４岫砂：ＩＩ，２５５）。なおホラーサーンのトゥメン
については、本田氏の見解を採用した（本田１９９１ｃ：　１４７）。
　トゥメンは、人口調査の対象となった州（ｗｉｌａｙａｔ）の州都（ｄａｒ　ａ１－
ｍｕｌｋ）、その他のより小規模な都市（ｓｈａｈｒ，ｂａｌｄａ）や村落（ｑａｒｙａ）などの
人口密集地を拠点に広がり、都市周囲の郡部（ｗｉｌａｙａ／ａｍａｌ，ｎ助ｉｙａ）を包
括する地理的範囲であったことが『心魂の歓喜』などより窺える（６）。また
トゥメンは、州全体を網羅していたわけではなく、人口調査が行われた地
域に限られていただろう。
　諸史料および先行研究によりトゥメンが存在したことが明らかな諸州
???
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【表１】イラン地域のトゥメンー覧
　　　　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
は、本稿末尾の地図中の州名に網掛けが施された州である。　トゥメンはイ
ラン地域の北東部から北西部にかけて分布していた。モンケ治世末まで
に、整理・設定された王族の「分地分民」などの権益は、これらの州に存
在したと考えられる。
　なおこれらのトゥメン分布地域のほかに、『世界征服者の歴史』は、先
述のとおりアッラーン州でも人口調査とクプチュル税の設定が行われたと
伝える。同書の著者アターマリク・ジュワイニーは、阿母河等処行尚書省
の財務長官（ｓ鴎ｉｂ－ｄｉｗａｎ）であった父バハー・アッディーンと共に出仕
し、カアンの宮廷を訪れた経験も持つ人物であり、当時の人口調査の進行
状況に通じていた。そのためアッラーン州も、人頭税クプチュルと分地分
民の対象地域に含まれていた可能性がある。
　それでは後にイルハン国版図となるイラン地域のうち、上述のように阿
母河等処行尚書省により人口調査とトゥメン設定が行われ、１２５６年の分
地分民の対象となった地域に比べ、フレグの西征の征服地と、フレグに伺
候して支配権を認められた地方政権の支配地は、どのように支配されたの
だろうか。
州（ｗｉｌａｙａ） 数 トゥメン名〔数〕（都市数）
イラク・アジヤム ９ イスファハーン〔２〕、レイ（後にワラーミーン（Ｗａｒｉｍｉｎ）
が首邑となる）、カズウィーン、スルターニヤ（９）、ク
ム・カーシヤーン、大ルル、小ルル、ハマダーン（５）、
ヤズド（３）
アゼルバイジャン ９ タブリーズ〔２〕（３）、アルダビール（２）、ミーシュキーン
（Ｍｉｓｈｋｉｎ，Ｐｉｓｈｋｉｎ）（７）、ホイ（Ｋｈｉｉｙ）（４）、サラーウ
（Ｓａｒａｗ）、マラーガ（４）、マランド（Ｍａｒａｎｄ）、ナフチ
ワーン（Ｎａｋｈｃｈｉｗａｎ）（５）
大アルメニア １ アフラート
マーザンダラーン ７ ジュルジヤーン（Ｊｕｒｊａｎ）、ムールースターク
（ＭＵｒｎｓｔａｑ）、アスタラーバード、アームルとルスタム
ダール、ディヒスターン、ルーガド（Ｒｎｇｈａｄ）、スィヤー
フリレスターク（Ｓｉｙａｈ　Ｒｕｓｔａｑ）
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ホラーサーン ヘラート地域 ９ ヘラート、イスフィザール（ｌｓｆｉｚａｒ）、フーシャンジュ
（ＦＵｓｈａｎｊ）、バーハルズ（Ｂａｋｈａｒｚ）、バードギース
（Ｂａｄｇｈｉｓ）、ジャーム、チシュト（Ｃｈｉｓｈｔ）、ハーフ
（Ｋｈｗ岫、ザーワ（Ｚａｗａ）
ニーシャープール地域 ２ ニーシャープールとトウース、バイハク
グルジスターン ９ アニ、他
　　２．モンケ・カアン治世に人口調査が行われなかった地域
　イルハン国の成立事情について、第７代ガザン・ハンの命令により１４
世紀初めに編纂された『集史Ｊ㎡‘琵乃ｗ，ｉｒＭ』「モンゴル史」は、イラ
ン地域は、モンケの命令によりフレグに帰属し、フレグ家の直属領
（ｉｎｊＵ）であると伝える。筆者は、拙稿（２００９）において、この『集史』
の記述が、歴代カアンと４王家のイラン地域における権益が、１３７０年代
の第２代アバガ・ハン治世まで保持されていたという当時の実態とは矛盾
し、フレグ家によるイラン支配を正当化する論理のもとに記されているこ
とを呈示した。またジュチ家、チャガタイ家、オゴデイ家のイラン地域に
おける権益の情報を整理し、１２７０年にチャガタイ家の９代宗主バラクが
ホラーサーン州へ進軍し、アバガの軍隊と対戦し敗走した後に、名実共に
「イランはあたかもプラグ家の私領の如き様相を呈するに至った」（北川
１９７７：６８）ことを裏づけた。
　前章で検討したとおり、人口調査にもとづき王族の権益が定められた地
域は、イラン地域の北東部から北西部にかけて分布していた。本章では、
フレグの西征により新たに征服された地域と、フレグに伺候して支配権を
認められた地方政権の支配地を具体的に確認し、それらの地域の支配体制
を明らかにする。　１２５６年初頭にイラン地域に到着したフレグの西征軍は、
同年、イラク・アジャム州のアラムートのニザール派教主居城を陥落さ
せ、１２５８年にバグダードのアッバース朝カリフ政権を滅ぼし、続けてイ
ラク・アラブ、ディヤール・ラビーア、シャバーンカーラなどの諸地方の
主都を征服した。そしてその過程で、キルマーン、ファールス、ディヤー
　１２０
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???
　　　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
ル・バクル、ルームなどの諸地方の支配者達がフレグのもとに伺候し、支
配権を認められた。
　モンゴルは、チンギス・ハン以来、服属国に対して６項目の義務を課し
た。すなわち①人質の提出（納質）、②軍事協力（助軍）、③糧食やその他
の物資の供出（輸糧）、④駅姑（ｙａｍ）の設置（設駅）、⑤戸口情報の提出
（供戸数籍）、⑥ダルガチの設置（置達魯花赤）である。これらに加えて国
王すなわち服属国の支配者の出頭、貢納や租税が課されることもあった
（森平２０１３）。ダルガチはモンゴル語由来の役職で、漢語史料の「監県・
監郡」、ペルシア語史料のｓｈｉｈｎａ、ｂａｓｑａｑに相当する（本田２０１１ｃ：　１０４）。
本稿では、監督官と表記する。
　その一方で、モンゴル中央政府と緊密な関係にありながら、例えば元朝
支配下の高麗のように「戸口情報の提出」を免れた王朝の事例も確認され
る。森平雅彦氏は「戸口情報の提出」の対象外となった高麗の事例が、イ
ラン地域のうち人口調査が行われなかったルームの事例と近似しているこ
とを指摘している（森平２０１３：　４４４－４５）。それ故、モンゴル支配下のイラ
ン地域でも、すべての地域において一様に人口調査、トゥメン区分、クプ
チュル税割付が行われたわけではないと考えられる。
　通常、モンゴルはある地域や都市を征服すると、降服した人々を集め人
口調査を行った。フレグの西征も例外ではなく、いくつかの都市の征服の
後に、住人の「数（ｓｈｕｍａｒａ）を数えて、正税（ｍ副（８）とクプチュル税を
定めた」哨ｍｉ‘：１００５）ことが伝えられている。しかしその一方で、人口
調査が行われたという記録のない地域も存在する。そこで本章では、フレ
グの西征による征服地と、フレグに伺候して支配権を認められた地方政権
に対して、どのような支配体制が導入されたのか検討したい。
１２１
（１）フレグの西征による征服地
　【イラク・アラブ州と州都バグダード】：バグダードは、１２５８年のフレ
グ軍による包囲の末に陥落した。そしてアッバース朝カリフが殺害された
直後に、新たにバグダードの監督官（ｂａｓｑａｑ）と財務長官（Ｓａｈｉｂ－ｄｉｗｉｉｎ）
が任命された。そしてその翌年６５７／１２５９年、バグダードの住人が集めら
れて、彼らの名前が記録され、千人・百人・十人毎に長が定められた後、
彼らのうち子供と老人以外の人々に、毎年の徴税額が査定された（Ｈａｗａｄｉｔｈ：
２４３）。すなわち人口調査とクプチュル税と思われる新税導入の礎が築かれ
たわけである。しかしこの新しい税制は、同年にアラー・アッディーン・
ジュワイニーがバグダードの財務長官（μｂｉｂ－ｄｉｗａｎ）として着任すると、
撤廃された（Ｈ（ｌｗａｄｉｔｈ：２４３）。そしてその後も、バグダードとイラク・ア
ラブ州で、アルグン・アカあるいはイルハンの命令により、クプチュル税
が施行された記録はない（９）。
　一方、６７２／１２７３－７４年に、バグダードのタムガ税（ｔａｍｇｈｉ）の税率が軽
減されていることより（駈ｚｗｊぷＺ／ｚ：　２６５）、これ以前にタムガ税が課される
ようになっていたとわかる。タムガ税は、モンゴルによりイラン地域に導
入された商税で、主に都市と郡部の商取引・手工業に課された現金納の税
であった。徴税請負による月極の市場税と臨時税が存在し、監察官
（ｍｕｓｈｒｉｆ）の査定により課税された（本田１９９１ｂ：　３２５－３２；　渡部２０１３）。
　【シャバーンカーラ地方】：イラン南部のファールス州とキルマーン州に
隣接する地域で、１２６０年にフレグの遠征軍により征服された（Ｍ司ｍａ‘：
１６４－６６；渡部２００７：　５２）。「住人のうちの一団が、人質として（フレグ）の
宮廷の御前に向かい、皆、人数（ｓｈｕｍａｒａ）を数えられ、関税（ｂ勾）、地
租（ｋｈａｒ可）、クプチュル税、他の諸々の賦課を負った」（ｓｈａｈｉ：１７２）。し
かしシャバーンカーラ地方自体で、アルグン・アカあるいはイルハンの指
示により人口調査とクプチュル税が施行された形跡はない。その後、５代
イルハン、カイバト治世（在位１２９１－１２９５）に、タムガ税が導入された
（延卵１α‘：１７４）。
　１２２
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　【ディヤール・ラビーア州】：同地方からは、１２５２年に、カイロのアイ
ユーブ朝が任命した都市マイヤーツァーリキーンとアーミドを中心とする
地域の支配者（ｍａｌｉｋ）と、同じくマールディーン一帯を支配していたア
ルトゥク朝の支配者が、実子をモンケの宮廷に派遣した（Ｖｉｉｔｈ　１９８７：
１５０）。しかし彼らはモンゴルに臣従したわけではなく、フレグ軍による侵
攻の対象となった。マイヤーファーリキーンとアーミドは、フレグの第３
子ユシムトの軍隊により１２５９年に陥落した。またマールディーンのアル
トゥク朝は寵城戦の後、１２６０年にモンゴル軍に投降した。ただしこれら
の都市が征服された際に、人口調査とクプチュル税が施行された記録はな
い（Ｊａｍｉ‘：１０３５－４０；　Ｈｕｍｐｈｒｅｙｓ　１９７７：３３３－６６；　Ｖａｔｈ　１９８７：　１５１－６０）。
その後、アルトゥク朝の支配者は、フレグによりマールディーンの国の支
配を委託され（Ｊ㎡‘：１０４０）、アバガ・ハン治世にはディヤール・ラビー
ア州全体の支配を任された（Ｊａｍｉ‘：１０６２）。モンゴル支配下のアルトゥク
朝には地租（ｋｈａ両）、商税（ｍａｋｓ）、タムガ税に相当する可能性のある
「請負による市場税（ｄａｍａｎａ）」などの税が存在した（Ｖａｔｈ　１９８７：２０３－２０５）
が、イルハン国期に人口調査にもとづくクプチュル税が課され始めたかど
うかは、なお検討の余地を残すため、今後の課題としたい（１ｏ）。
二つの「ディーワーン」
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（２）フレグにより支配権を認められた地方政権（１１）
　【ファールス州】：モンゴル進軍時には、セルジューク朝のアタペク（師
父）の家系であるサルグル朝により支配されていた。同家はモンゴル帝国
２代カアン、オゴデイの治世にモンゴルに臣従した。アタベク、アブー・
バクル（在位１２２６－１２６０）は、カアンの宮廷に甥を人質として送り（①人
質の提出）、地租と税（ｉｌｔｉｚａｍ－ｉ　ｋｈａ項ｊ　ｗａ　ｉｔａｗａ）の義務と監督官（ｓｈｉｔｍａ）
を受け入れた（⑥ダルガチの設置）（恥９
バグダード包囲に従軍させ（②軍事協力）（脂聊籾１８３）、随時、貢納や糧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２３
食の提供を行っていた（③糧食の供出）。　１２５８年には、バグダードの戦勝
祝いのためにアタベクの子サアドがフレグのもとに伺候し（Ｊａｍｉ‘：１０２３）、
質子となった（恥硲可１８０）（①人質の提出）。
　またアブー・バクルはモンゴルの支配下に入ると、ファールス州の税制
改革を行い、州都シーラーズとその周辺で家畜税、商税等を課す命令を発
した。私有地については、その所有者と耕地により異なる率の地租を課
し、通常の耕地では土地面積に応じて一定額が徴収される課税方法ミサー
ハ（ｍｉｓ諏ａ）、シーラーズ周辺の村では特に穀物の収穫高による課税方法
ムカーサマ（ｍｕｑａｓａｍａ）により決定し、アタベクの国庫におさめた（渡
部１９９７）。その後、６６１／１２６２－６３年にアタベク、サルグル・ジャーが反乱
を起こすと、フレグの家臣（ａｍｉｒ）、アルタジュの軍隊が派遣され、アタ
ベクが捕えられ処刑された。
　その後、フレグによりアブー・バクルの娘アビシュ（在位１２６３－８２）が
後継者に任命され、シーラーズに監督官（ｓｈｉｂｎａ）が任命された。
６６５／１２６６－６７年には、イルハン国中央より派遣された書記が年税（ａｍｗａｌ）
を徴収し、６６７／１２６８－６９年に２代アバガ・ハンが即位すると、アバガの家
臣（ａｍｉｒ）、アンキヤヌがファールス州の支配を命じられた（Ｌａｍｂｔｏｎ
１９８７）。　６７０／１２７１－７２年には、アバガの家臣（ａｍｉｒ）、スンジャクと、財務
長官シャムス・アッデイーン・ジュワイニーが任命した大書記（ｕｌｕｇｈ
ｂｉｔｌｋｃｈｉ）がファールス州を訪れ、翌年より徴税請負制（ｍｕｑａｔａ’ａ）が導入
された（Ｌａｍｂｔｏｎ　１９８７；　渡部１９９７）。これを機に、ファールス州はイルハ
ン国の中央デイーワーンの管理下に組み込まれたが（Ｇｕｚｉｄａ：５０７）、アル
グン・アカあるいはイルハンにより人口調査とクプチュル税が施行された
記録はない。ただガザン・ハン治世に起きた６９９／１２９９－１３００年のシーラー
ズ一帯の大飢饉に際し、「規定のクプチュル税（ｑａｂｃｈＵｒ－ｉ　ｍｕｑａｒｒａｒｉ）」以
外は徴発しないようにとの命令が発せられているため（恥印新３６２；
Ｌａｍｂｔｏｎ　１９８６：　９０）、１３世紀末時点では、シーラーズにクプチュル税が課
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１２４
　【キルマーン州】：同地方を支配していたカラキタイ政権クトルグハン朝
のスルターン、バラク・ハージブは、オゴデイ・カアンの宮廷に使節を送
り、貢納を行い、王子を人質として供出し（①人質の提出）、王女をチャ
ガタイに嫁がせた（ぷ叫：２５－２６）。またバラク・ハージブを継いだスル
ターン、ルクン・アッディーンはモンケ・カアンの宮廷に自ら出向き（国
王の親朝）、キルマーンの支配権（ｓａｌｔａｎａ）を承認され、「正規の本税と規
定の税の算定（ｉｓｔｉｋｈ哺－ｉ　ｍｉｉｌ－ｉ　ｍｕｑａｒｒａｒ　ｗａ　ｉｔａｗａ’－ｉ　ｍｕｑａｒｒａｒ）のために」、
監督官（ｂａｓｑ≒）を受け入れた膜呵：３２；恥抄球２８９）（⑥ダルガチの設
置）。そしてフレグ西征時には、当時のスルターン、クトブ・アッディー
ンが糧食を携えて、アラムート城砦包囲中のフレグのもとに馳せ参じ（国
王の親朝、③糧食の供出）、監督官（ｂａｓｑａｑ，ｓｈｉｂｎａ）を受け入れた（ぷ呵：
３５，３７－３８）（⑥ダルガチの設置）。
　その後もキルマーン州の財務は、クトルグハン朝の歴代スルターンと同
朝のディーワーンの管理下に置かれていた。　１５世紀のティムール朝期の
史書は、３代イルハン、アフマド（在位１２８２－８４）が、即位直後に、新し
いスルターンを任命して、タムガ税とクプチュル税と家畜税の施行を命じ
たと伝えるが（Ｚｉ４ｂｄａｌ：　ＩＩＩ，　６８）。しかしこの新スルターンの治世は、クト
ルグハン朝の王室内の争いにより長くは続かず、またイルハン国期のキル
マーン地方の年代記には、アフマド治世にキルマーン州に人頭税としての
クプチュル税とタムガ税が導入されたという記録はない。そのため、この
時にクプチュル税が導入されたという確証はなく、仮に導入されたのだと
しても存続したのかは定かでない。またキルマーンの年代記によると、４
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されていたことを確認できる。ただこのクプチュル税が人口調査に基づく
人頭税を指すのかどうかは明確ではない（１２）。また『心魂の歓喜』による
と、イルハン国末期には、ファールス州の諸都市にタムガ税が課されてい
た（Ｎｕｚｈａｔ：１１３）。
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代イルハン、アルグン治世（在位１２８４－１２９１）には、都市のタムガ税が課
されるようになり、さらにキルマーン州の諸税の歳入原簿の情報がイルハ
ン国中央ディーワーンに提出され、スルターンが徴税請負（ｍｕｑａｔａ’ａ）を
委託されるようになった（ぷ呵：５７，５９）。その後、１３世紀末から１４世紀
初めにイルハン国の宰相であったラシード・アッディーンがキルマーンの
都市バムに宛てた書簡において、キルマーンの「カランとクプチュル」に
言及しており（Ｌａｍｂｔｏｎ　１９８７：　９０）、ガザン治世にはキルマーン州にクプ
チュル税が導入されていたと考えられる（１３）。
　【ルーム州】：同地方を支配していたルーム・セルジューク朝は、１２４０
年代よりジュチ家とイラン北東部に駐屯した武将チョルマグン指揮下のタ
マ軍の影響下に置かれ、貢納を納めていた。その後、スルターン、イッ
ズ・アッディーンの弟ルクン・アッディーンが第３代グユク・ハンの即位
式に参列し、支配権を承認されたのをきっかけに、モンゴル本土のカアン
に服従（ＴＩ）した（井谷１９８０）。モンケ・カアン治世には、先述の森平氏
も指摘していたように、タマ軍に対する貢納による困窮をカアンに訴え、
ルームにおけるタマ軍の長達の使節往来と人口調査（ｓａｒ－ｓｈｕｍａｒａ）が禁じ
られ、クプチュル税は施行されなかった。ただしルームには断事官
（ｙａｒｇｈａｃｈｌ）が任命された（⑥ダルガチの設置）。
　その後、スルターン位をめぐり兄と対立するようになったルクン・アッ
ディーンは１２５７年にフレグに拝謁し、ルーム地方の支配を認められた。
さらにバグダード陥落後には、スルターン兄弟は、それぞれフレグに伺候
し、ルーム地方の二分統治を認められ、シリア遠征に従軍した（②軍事協
力）。両者のルームへの帰還後、フレグは遠征時の借財返還と貢納として、
正税（ｍａｌ）を求めた（Ｍ１４ｓａｍａｒａｔ：　６５）。それを拒んだイッズ・アッ
ディーンは東方へ逃走し、１２６１年にルクン・アッディーンが唯一のスル
ターンとなった（井谷１９８０）。
　１２６
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　その後、２代アバガ・ハン治世１２７７年に、イルハン国中央ディーワー
ンの財務長官シャムス・アッディーン・ジュワイニーによりルーム州にタ
ムガ税が導入されたが（井谷１９８恥Ｊａｍｉ‘：１１０４）、それ以降も人口調査とク
プチュル税導入の形跡はない（１４）。「はじめに」で指摘したとおり、Ｃ．
Ｍｅｌｖｉｌｌｅもクプチュル税は施行されなかったという見解を呈示している
（Ｍｅｌｖｉｌｌｅ　２００９：　８０）。
　【ディヤール・バクル州】：モンゴル進軍時には、セルジューク朝のアタ
ペク家ザンギー朝の家臣であったパドル・アッディーン・ルウルウ（在位
１２３４－１２５９）がモスルを中心とする地域を支配していた。『世界征服者の歴
史』によると、モスルは、オゴデイ・カアンの寡婦であった監国ドレゲネ
と３代グユク・ハンの治世に、阿母河等処行尚書省の長官の管轄地域に
入った。パドル・アッディーンはグユク・ハンの即位式に使節を派遣して
いる（心力ａｇｓ／、砂：Ｉ，２０５）。またホラーサーン州の州都ヘラートの年代記
『ヘラート史記』によると、アルグン・アカは、６４６／１２４８－９年に人口調査
のためにディヤール・バクル地方にアミールを派遣している（Ｈａｒａｔｌ１７５）（１５）。
しかし当時、モスルは、アイユーブ朝によりシリア地方の都市アレッポに
任命されていたマリク・ナースィルの支配下にあったため、モンゴルに対
して納税免除を申告した（Ｐａｔｔｏｎ　１９９１：　５５－５８）。
　その後、パドル・アッディーンの子がフレグのバグダード包囲に従軍
し、１２５８年にバグダードが陥落すると、パドル・アッディーン自身がモ
ンケ・カアンの命令によりフレグに拝謁した（Ｊａｍｉ‘：１０２２－２３，１０２６；　Ｐａｔｔｏｎ
１９９１：　６０）。その後も両父子はディヤール・ラビーア地方のイルビルや
アーミドなどの諸都市の征服に参加し、援軍を送っている（万耐‘：ＩＩ，
１０２１－２２，１０２６）（②軍事協力）。パドル・アッディーンの死後、彼の子マリ
ク・サーリフはマムルーク朝スルターンのもとに逃れ、モスルとアッバー
ス朝カリフ領の奪回のために再びイランに戻りフレグ軍と対戦したが。
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１２６２年に降服して処刑された。その後、モスルにはモンゴルのアミール
と知事が任命され、イルハン国の直接支配が始まった。モスル征服時の人
口調査とクプチュル税導入の形跡はないが（応必‘バ０４０－４３；　Ｐａｔｔｏｎ　１９９１：
７３－８０）、Ｊ．Ｋｏｌｂａｓは、タムガ税がフレグの西征時より課されていたと考察
している（Ｋｏｌｂａｓ　２００６：　１８０）。
　以上の情報をまとめると、フレグの西征による征服地と、フレグに伺候
して承認された地方政権の支配地域に共通している点は、アルグン・アカ
あるいはイルハンによる人口調査およびクプチュル税施行の形跡がなく、
正規のクプチュル税徴収の記録がガザン治世まで確認されないことである。
その一方で、これらの地域では、貢納、地租、タムガ税（１６）などの様々な
賦課が課されていた。本章で呈示した叙述史料が伝える各地域の情報は断
片的ではあるものの、Ｋｏｌｂａｓがモンゴル支配期イラン地域の貨幣研究を
通して呈示したクプチュル税、タムガ税、地租の納税のために用いられた
貨幣の鋳造地域の分布と矛盾していない（Ｋｏｌｂａｓ　２００６：　１８０，　２０１）。した
がって、上述のような傾向が存在したことは確かだろう。
　それではなぜ、アルグン・アカも、フレグも、これらの地域で人口調査
を行わなかったのだろうか。特にバグダードのクプチュル税が施行直後に
撤廃されたことは、何を意味しているのだろうか。アラー・アッディーン
をバグダードの財務長官に任命したのはフレグである。そのためクプチュ
ル税撤廃には、フレグの意向も反映されていたはずである。当時、シリア
地方に遠征中であったフレグは、１２６０年３月頃に東方から帰還した使節
より前年夏のモンケの訃報を受け、６月に大アルメニア州に帰還した。そ
してクビライとアリク・ブケのカアン位継承をめぐる対立により、帝国中
枢部が混乱状態に陥っているとの報告がフレグにもたらされ、フレグはイ
ラン地域に残留した。そしてこの頃、遠征に従軍していたジュチ家の王子
達が次々と亡くなり、１２６１－６３年のフレグとジュチ家５代宗主ベルケ（在
　１２８
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位１２５７－６６）の対戦を招く。
　ここでフレグの遠征に参加したジュチ家とチャガタイ家の王子達の動向
を確認すると、彼らは１２５６年のニザール派のアラムート城包囲と１２５８年
のバグダード包囲に、主要な戦力として参加している。そして各地で得ら
れた戦利品を集めた収蔵庫が造られた際にも、戦利品の一部がモンケ・カ
アンとジュチ家宗主ベルケに送られた（高木２００９）。しかしその後、ジュ
チ家とチャガタイ家王族がバグダードとイラク・アラブ諸州において何ら
かの権益を獲得したという記録は存在しない。また本章で確認したバグ
ダード以外のフレグ軍の征服地、フレグに臣従した地方についても、４王
家が何らかの権益を獲得した形跡はない。
　前章で確認したことを踏まえると、１２５９年のバグダードの人口調査と
クプチュル税の割当は、カアンによる分民などの権益の設定を前提として
行われたはずである。すなわちクプチュル税の撤廃は、バグダードにおい
て人口に基づく税の徴収と分民の設定が見送られたことを意味している。
このバグダードにおけるクプチュル税の撤廃という出来事は、長期的に
は、モンゴルがイラン高原の農耕地帯を支配していく過程で、征服地の実
態に即して自分たちの伝統的な税制、財産分配の方法を変革していった一
餉とみなすことができるだろう。しかし同時に、モンケ・カアン死後の政
治的混乱とフレグのイラン地域残留、古くからイラン地域に影響力を有し
たジュチ家とフレグの対立という一連の政治的要因がもたらした結果で
あったと考えることも可能だろう。
　さらに１４世紀初頭に編纂された『集史』「ガザン・ハン紀」には、「（中
央）ディーワーンの諸税がクプチュル税とタムガ税であるイラク・アジャ
ム州とアゼルバイジャン州と諸州」（刄必‘：ＩＩ，１４１５）という記述が存在す
る。またバグダードとシーラーズの国（ｍｕｌｋ）、すなわちイラク・アジャ
ム州とファールス州の首邑地域が「（中央）ディーワーンの諸税が収穫物
（ｉｒｔｉｎｉ‘ａｔ）と現金（ｗｕｊｉｉｈ　ａｌ－‘ａｙｎ）から成り、諸税の大半が収穫物の査定
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（ｂａｆｚ）と算定（ｍｕｑｉｓａｍａ）により徴発されていた諸州」であったとも伝
えている（Ｊａｍｉ‘：ＩＩ，１４４２－４４）。前者のイラク・アジャム州とアゼルバイ
ジャン州は、モンケ・カアン治世１２５６年までに、人口調査、トゥメン設
定、クプチュル税導入が進められた代表的な地域である。一方、後者のイ
ラク・アジャム州の首邑バグダードとフアール州の首邑シーラーズの一帯
は、それぞれフレグの西征時に征服された地域と、フレグに伺候し支配を
認められた地方政権の支配地である。両地域では、モンゴル支配以前から
の伝統的な税額査定、算定方法による現物納および現金納の地租（ｋｈａｒ可）
と、フレグの征服後に導入されたタムガ税が、主要な国税であったと考え
られる。モンケ治世までに人口調査が行われ正規のクプチュル税が導入さ
れた地域と、正規のクプチュル税以外の諸税が課された地域は、数十年の
時を経てもなお大きくは変わらなかったのである。
　１３世紀末に即位した第７代ガザン・ハンは、先述のとおり、６９７／１２９７－
９８年に、一連の「税制改革」の一環として、全国的に「正税（ｍｉｉｌ）を定
め、地租（ｋｈａｒ勣、クプチュル税を設定した）（恥侭励３４７）。その一方
で、本田氏が注目しているとおり、同時期に、「イラク・アジャム州の諸
国の大半は、（ガザン治世以前の）クプチュル税の設定のために荒廃して
しまっており、カズウィーンでは金曜日の集団礼拝が成立しなかったほ
ど、住人は祖国から移り住んでいた。ハージャ・サドル・アッディーンは
諸都市からクプチュル税を撤廃し、タムガ税を設定した」（Ｇ１４ｚｉｄａ：６０４）。
この都市部におけるクプチュル税の撤廃は６９６／１２９６－７年あるいはその直
後のことであり、都市部においてタムガ税が課されたのに対し（本田
１９９１ｂ：　３２５－２６）、郡部にはクプチュル税が課され、イルハン国末期には全
国的にクプチュル税の課税が減少し、タムガ税の重要性が増していった傾
向が財務術指南書などより確認されている（渡部２０１１；渡部２０１３）。
　それでは次章以降、モンケ・カアンの死後、フレグ家のイラン支配が確
立していく様子を、イルハン国の中央ディーワーンの確立とイルハン国期
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の阿母河等処行尚書省に焦点を絞り考察する。
　　　　　３．イルハン国の中央ディーワーンの起源
３－１．フレグによる粛清
　前述のように、フレグの西征に参加していたジュチ家の王子達は１２６０
年までに相次いで亡くなり、ジュチ家の軍隊の一部はイルハン国の北境を
超えてジュチ・ウルス領域へ帰還し、ほかの軍隊はイルハン国の東境と西
境を越えて逃走した。その後、１２６１－６３年にかけてフレグ軍とジュチ家の
５代宗主ベルケの軍は数回にわたり対戦した。フレグは、１２６２年秋に、自
ら軍隊を率いて北上する途上で、複数の官僚を捕えて処刑した。従来の研
究では、この一連の粛清の原因は不明とされている（Ａｕｂｉｎ　１９９５：　２１）。
　フレグは、１２６０－６１年頃に、兄クビライ・カアンによりイラン地域の支
配と遠征軍の統括を承認された。しかしその一方で、フレグが遠征に出立
する際に、代理としてモンゴル本土に残したフレグの次子ジュムクルは、
１２６４年初めまでアリク・ブケと行動を共にしていた。すなわち１２６２年末
時点では、フレグはクビライ支持に傾いていたが、アリク・ブケとの関係
が完全に断絶していたわけではない（高木２００９：　１４１）。
　そのような状況下で、フレグの遠征軍に対する影響力は実質的に強まり
つつあった。例えばモンケ・カアンの生前には、フレグは４王家が派遣し
た混成駐屯部隊である二つのタマ軍の万戸長の任免、処罰について、基本
的にモンケの判断を仰ぎ、彼の勅令に従って遂行していた（高木２００９：
１４５）。しかしモンケの死の報告を受けた後である１２６１年には、フレグは
自らチョルマグンのタマ軍の万戸長の処刑を命じ、その配下の諸千戸を他
の武将達に割当てており、タマ軍万戸長と軍隊の任免・処分権を獲得して
いた（１７）。　１２６２年末の粛清は、このようにフレグが自らの支配権を行使し
始めた時期に起きており、フレグ自身の意志により遂行されたと考えられ
る。
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【表２】フレグによる粛清の対象者
　この粛清の対象者達は、【表２】の６名である。１２６２年１１月２０日に（１）
（２）（３）の３名の官僚が処刑され、続けて１１月２２日に（４）の官僚が処
刑され、（５）（６）の官僚２名が杖刑に処されたＣノｊ耐‘：ＩＩ，１０４５）。
人名 経歴 刑
１ アミール・サイフ・アッディーン モンケ個人に属す宰相。 処刑
２ ハージヤ・アズイーズ グルジスターン州総督（ｗｕｌａｔ）の１人。ナ｜ヽ｜
都ティフリスの徴税官。
処刑
３ マジュド・アッディーン・タブリーズ ジュチ家ベルケの書記（ｄａｂｉｒ）。
モンケ治世：タブリーズの人口調査を担当。
フレグ西征中：戦利品管理を担当。
処刑
４ フサーム・アッディーン・ムナッジム 占星術師。モンケの命令でフレグの遠征に
同伴。
処刑
５ サドル・アッディーン・タブリーズ グユク治世とモンケ治世：アッラーン州と
アゼルバイジャン州支配。
杖刑
６ ナースィル・アッディーン・アリーマリクグユク・治世：トルイの寡婦ソルカクタ
ニ・ベキに属すアルグン・アカの仲間
（ｓｈａｒｉｋ）。モンケ治世：ホラーサーン州の
ニーシャープールとトウースのトウメンと
イラク・アジャム州のイスファハーン、ク
ム、カーシャーンの諸トウメン支配。
杖刑
???
（１）アミール・サイフ・アッディーン
　サイフ・アッディーンはフレグの西征に随行し、ニザール派の城砦包囲
について、モンケがフレグの西征軍の先鋒部隊指揮官に任じたキトブカと
共にフレグに進言した人物で、バグダード包囲の際もフレグの中軍に従
い、影響力のある官僚であった（Ｊａｍｉ‘：９８８，１００９）。
　彼は、『世界征服者の歴史』によると、年長者に対する尊称「アカ
（ａｑａ）」を付されており、「大いなる長官（Ｓ助ｉｂ－ｉ　‘ａ７ａｍ）」「最強の重臣
（ｒｕｋｎ－ｉ　ａｑｗａ）」（ゐ力ａ即屈砂：ＩＩＩ，１０５，１１３）と記されている。また『集史』
でも「書記「ｂｉｔｉｋ」ｉ）」、「国家の管理者（ｍｕｄａｂｂａｒ－ｉ　ｍａｍｌａｋａ）」（Ｊａ面‘：９８８）、
「ｋｈ秘の宰相（ｗａｚｉｒ）」（Ｊａｍｉ‘：ＩＩ，１００９）と記されている。　ｋｈ恥は、支配
者個人の財産や支配者個人に関係する事物に付されるアラビア語の単語で
あり、その財産・事物自体を指す場合、あるいは支配者個人の財産を管理
　１３２
（２）ハージヤ・アズィーズ
　彼はグルジスターン州の総督（ｗ臨）、州都ティフリスの徴税官であっ
た（北川１９８３）。グルジスターン州は、阿母河等処行尚書省長官のアルグ
ン・アカが人口調査と諸税の割付けを行った地域であり、彼はカアンある
いはある王族の所領の徴税官に任命されていた可能性がある。彼と共に殺
害されたマジュド・アッディーン・タブリーズ同様に、ジュチ家宗主ベル
ヶに属したという見方もある（Ｋ１１０ｓｒｏｗｂｙ　１３９１）。
　　　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
する職務・機関に付される場合などがある（Ｏｒｈｏｎｌｕ　１９８１）。
　従来の研究では、彼がフレグに属した（Ａｕｂｉｎ　１９９５）、あるいは彼と共
に処刑されたマジュド・アッディーン・タブリーズと同様にジュチ家宗主
ベルケに属したという見方が呈示されている（Ｋｈｏｓｗｒｏｗｂｉｇｉ　１３９１）。しか
し先に引用した『世界征服者の歴史』の記述とは別の箇所によると、彼
は、モンケ・カアンの「御前の諸柱のなかでも強固な柱であった（ａｚ
ｕｒｋａｎ－ｉ　ｂａｄｒａｔ－ｉ　ｒｕｋｌｉＴｗａｔｈｉｑ　ｂａｄ）」人物で、カアンの重臣中の重臣であった
という（Ｊａｈａｎｇｕｓｈａｙ：Ｉ，３５）。さらに１３１０年代末に『集史』にもとづいて
執筆された『バナーカティー史』では、上述の『集史』の役職名に、さら
に「カアン（ｑａｎ）」という単語が加わり「カアンのｋｈｉ叫のワズィール」
と伝えられている（Ｂａｎａ㎞ｔｉ：　４２４）。この『バナーカティー史』の解釈が
正しいとすれば、この箇所のカアンは、サイフ・アッディーンがフレグの
遠征以前より仕えていたモンケを指し、サイフ・アッディーンは、モンケ
によりフレグの西征に従軍した宰相・書記（ｂｉｔｉｋｃｈｉ）であったと考えら
れる。モンケ個人の権益を管理する宰相であった可能性があるだろう。
（３）マジュド・アッディーン・タブリーズ
　彼はジュチ家宗主ベルケの書記（ｄａｂｉｒ）で、フレグとベルケの対立が
影響して、処刑されるに至ったと考えられている（北川１９９８：　７９；　Ｋｈｏｓｒｏｗｂ￥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３３
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（４）フサーム・アッディーン・ムナッジム
　彼は、バグダード包囲の際に、バグダードを攻略すると災いが起きると
奏上し、そのことを確証する誓詞を提出したが、実際には何ら災いは起こ
らなかったため、叱責を受けた。彼は、「モンケ・カアンの命令により下
馬や出発の日を選定するために」、フレグに同伴した人物であった（刄㎡‘：
ＩＩ，１００６）。
１３９１）。彼は、モンケ治世にアゼルバイジャン州の州都タブリーズの人口
調査、千戸設定、クプチュル税の割付に任命された（力瘤、７卯屈砂：ＩＩ，
２５８）。つまりジュチ家宗主に属す書記として、古くからジュチ家の影響下
にあったアゼルバイジャン州の人口調査に携わったと考えられる。またフ
レグ軍によるバグダード征服後には、各地より集められた戦利品の収蔵庫
を建築しており（刄耐‘：１０２２；北川１９９８）、ペルケの取り分も管理してい
た可能性がある（高木２００９）。
（５）マリク・サドル・アッディーン・タブリーズ
　彼は、グユク治世よりアルグン・アカに従い、アゼルバイジャン州と
アッラーン州の支配を命じられた。またモンケ治世には、上述のマジュ
ド・アッディーンと共に人口調査、トゥメン区分、クプチュル税の設定を
行った（ゐＭ，７即屈砂：ＩＩ，２４８，２５５）。さらに６５９／１２６０．６１年にはフレグの命
令により、１：万戸の軍隊を率いて、モスル包囲に参加している（Ｊａ面‘：ＩＩ，
１０４１）。彼は、阿母河等処行尚書省とアルグン・アカ個人と馴染みの人物
であった。杖刑を受けた後に赦免され、再びタブリーズの支配をゆだねら
れた（Ｊａｍｉ‘：ＩＩ，１０４９）。
（６）ナースィル・アッディーン・アリーマリク
　彼は、トルイの寡婦ソルカクタニ・ペキに属すアルグン・アカの仲間
　１３４
一
一
一
一
一
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　以上より、１２６２年末の一連の粛清は、マジュド・アッディーンのよう
にジュチ家と関わりの深い官僚の排斥を目的としたという従来の見解の妥
当性が改めて確認された。また同時に注目すべき点は、粛清の対象となっ
た人物が、モンケ治世以前より阿母河等処行尚書省と関係があり、モンケ
治世も職掌を得た人物、あるいはモンケのもとからフレグに同行するよう
に派遣されたと考えられる人物であることだ。フレグは、モンケの死後に
イランに残留した結果、ジュチ家勢力に加え、王族の権益を管轄していた
阿母河等処行尚書省の関係者を排斥したと考えられる。またモンケ・カア
ンと縁の人物が殺害された点も注目に値する。
　　　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
（ｓｈａｒｉｋ）として阿母河等処行尚書省に出仕していた（ゐ旭、７卯屈砂：ＩＩ，２１８－
１９）。『世界征服者の歴史』を典拠とした『集史』には、「ソルカクタニ・
ベキと王子達（ｓｈａｈｚａｄａｇａｎ）」、すなわち恐らくはトルイの王子達である
モンケ、クビライ、フレグ、アリク・ブケと庶子達に属したと記されてい
る（Ｊａｍｉ‘：６６０）。彼と同時期にソルカクタニ・ベキに属す書記として阿母
河等処行尚書省に出仕していたスィラージュ・アッディーン・シュジャー
イーは、ソルカクタ・ペキの死後は、彼女の末子アリク・ブケに属した
（Ｊａｈａｎｇｕ迪卯：ＩＩ，２５６）。それ故、ナースィル・アッディーンもまた、ソル
カクタニ・ペキの死後はアリク・ブケあるいはトルイの息子達に属した可
能性がある。
　モンケが即位すると、彼はモンケの勅令により「（ホラーサーン州の）
ニーシャープールとトゥースのトゥメンと（イラク・アジャム州の）イス
ファハーンとクムとカーシャーンの諸トゥメン」の支配を委託された
（Ｊａｈａｎｇｕ辿卯：ＩＩ，２５５）。杖刑に処せられた後、赦免されたが、上述のサド
ル・アッディーンとは異なり、職務に復帰することはなかったようである。
１３５
???
３－２．フレグの支配領域
　『集史』「フレグ紀」には、１２６３年のフレグとジュチ家との対戦の記述
より後の箇所に、フレグがモンゴル王族、家臣、地方政権の君主、地方の
有力者をイラン地域の各地に任命する記事が存在する（Ｊａｍｉ‘：１０４９）（本
稿末尾の【表３】参照）。ただこれらの任命と支配の承認は、実際には一
斉に行われたわけではなく、各地域が征服された際に、フレグの家臣
（ａｍｉｒ）が任命され、地方政権の支配者はフレグに拝謁した際に支配権を
承認されたのであろう。例えばアラー・アッディーン・ジュワイニーがバ
グダードに任命されたのは、前述のとおり１２５９年であった。また彼の兄
弟シャムス・アッディーンは、１２６２年に処刑された前述のアミール・サ
イフ・アッディーンの後任として、「諸国の財務長官（μｂｉｂ　ｄｉｗａｎ，ｉ　ｍａｍａｌｉｋ）」
に任命されたので、１２６２年末以降に着任したと考えられる。
　この記事より、フレグが家臣を任命した地域および地方政権の支配者に
よる統治を承認した地域は、先述のサドル・アッディーンの任地タブリー
ズをのぞいて、フレグ軍による新征服地であるイラク・アラブ、ディヤー
ル・ラビーア州、そしてフレグに臣従した地方政権（１８）が支配していた
ファールス、キルマーン、ルーム州に相当することが判明する。これらの
地方は、阿母河等処行尚書省により人口調査が行われた地域およびトゥメ
ンが設定された地域とは重ならない。
　またフレグは、阿母河等処行尚書省の長官アルグン・アカおよび官僚を
任命しておらず、彼には行尚書省の人事の任免権はなかったと考えられ
る。『集史』は、フレグの長子である２代アバガ・ハンが即位した際に、
「諸国の請負人（ｍｕｑａｔａ‘－ｉ　ｍａｍａｌｉｋ）であったアルグン・アカを変わらず
（ｂａｒ　ｑａｒｉｉｒ）任命した」と伝えている（Ｊ㎡‘：１０６１）。またイルハン国末期
の１３３０年代に執筆された『選史Ｔａｒｉｋｈ－ｉ　Ｇ１４ｚｉｄａ』によると、「フレグ・ハ
ンがイランに来た際、依然としてアルグン・アカの名において統治（ｂｕｋｎｍａｔ）
があり、彼はアバガ・ハンの治世に死去した」（ａｚａα：５８４）と伝える。
???
１３６
　　　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
この『選史』の記述にもとづき、かつて岩武昭男氏は、アルグン・アカ
は、１２７５年５－６月にホラーサーンのラードカアンの牧地で亡くなった時
点まで（渥必‘：１０９９）、阿母河等処行尚書省の長官の地位にあったと考察
し１９）、「イルハン政権は同省との二重政権として成立した」という卓見を
示したが（岩武２００１：　５３）、フレグが行尚書省の役人を任命していないこ
とは、この見解の妥当性を示している。モンケが任命したアルグン・アカ
をはじめとする阿母河等處行尚書省の官僚達は、モンケの死後も、彼の勅
令のもとに職務を遂行していたのだろう。
　またフレグ自身の滞在地、そしてフレグの年長の王子達、長子アバガと
第３子ユシムトの任地は、モンケが４王家の分地分民を設定した地域と重
なる。フレグは、１２６１年と１２６２年に大アルメニア州のアラタグ（Ａｌａｔａｇｈ）
で夏営し、１２６３年と１２６４年にアゼルバイジャン州のマラーガおよび
Ｊａｇｈｉｉｔａで冬営している（本田１９９１ｅ：　３５９－６０）。そしてアバガの任地はイラ
ク・アジャム、マーザンダラーン、ホラーサーンの諸州で、ユシムトの任
地はアッラーンとアゼルバイジャンの諸州であった。その後、フレグが死
去した際には、アバガはマーザンダラーン州の冬営地に居り、一方のユシ
ムトはジュチ家支配領域との境域であるダルバンドとアッラーン州に滞在
していた（Ｊ耐‘：１０５８）。ユシムトの滞在地の北境は、ジュチ家との対戦
を経て北上したと考えられる。両王子の任命の目的は、彼らとその一族・
家臣と軍隊の牧地の設定に加え、イルハン国のほかの治世と同様に、中央
アジアのチャガタイ家およびオゴデイ家をはじめとする勢力とコーカサス
地方以北のジュチ家の支配領域と接する国境地帯の防衛のためであったろ
う（Ｓｐｕｌｅｒ　１９８５：　２８２－９９）。また任命先の地域や近接地域には、王子達の分
地分民が設定されたと考えられる（２ｏ）。ただ少なくともフレグの治世中に
は、フレグと彼の王子達は、彼らの滞在地を独占的に所有していたわけで
はなく、これらの地域の４王家の権益は保持されていた。
　例えば、ジュチ家のイラン地域の権益は、先述のジュチ家勢力のイラン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３Ｚ
???
地域からの逃走と、１２６１－１２６３年のフレグとベルケの対戦を経て一時的に
凍結され、その収益は恒常的には受け渡されなくなった。ただ１３１６年に、
ジュチ家９代ハン、ウズベクが、８代イルハン、オルジェイトに使節を送
り、モンケ・カアンの勅令にもとづき収益の授与を要求し、快諾されてい
る（高木２００９）。またチャガタイ家とオゴデイ家については、それぞれの
王家の宗主バラクとカイドウが、１２６６－６７年の冬に、トルキスタンのビ
シュバリク等処行尚省の長官マスウード・ベクをアバガ・ハンのもとに派
遣し、イラン地域の「諸々の私財（刎ｉｉ）の会計査定（ｒａｒ－ｉ　ｍｕ頴ｓｉｂａ’）」
を求めている。これに対しアバガ・ハンは急ぎ収入を決算して長官に渡す
ように命じた（刄必‘：１０６３）。またフレグ西征に従軍したチャガタイ家の
王子テグデルは、アバガ治世には、グルジスターン州のアララトの山々を
夏営地とし、アゼルバイジャン州のナフチワーンを冬営地としていた（北
川１９７７）。このようにイルハン国内には両王家のイラン地域の権益が保持
され、チャガタイ家の王子の牧地が存在した（高木２００９：　１４９）。
　その他に、フレグは１２６２年に処刑したアミール・サイフ・アッディー
ンの後任として、シャムス・アッディーン・ジュワイニーを「諸国のサー
ヒブ・ディーワーン職（μｈｉｂ－ｄｉｗｈ－ｉ　ｍａｍｉｉｌｉｋ）」に任命し、諸国の管理、
統制（徊１１　ｗａ　‘ａｑｄ　ｗａ　ｔａｒｔｒｂ　ｗａ　ｄａｂｔ）を行わせた」（Ｊａｍｉ‘：１０４９）。彼が選出
された経緯は不明だが、彼の父バハー・アッディーンも、オゴデイ・カア
ン治世より同じ「諸国のサーヒブ・ディーワーン」として阿母河等処行尚
書省に出仕していた。ところでシャムス・アッディーンが「諸国のサーヒ
ブ・ディーワーン（財務長官）」、すなわち「ディーワーンの長官」の職掌
に任命されたのは、彼の父バハー・アッディーンが阿母河等処行尚書省で
同じ職掌を与えられていたことと無関係ではないだろう。ジュワイニー家
は、代々、イラン地域の諸王朝の財務長官（Ｓ飾ｉｂ－ｄｌｗａｎ）を輩出した家系
であり、前述のとおり、シャムス・アッディーンの弟アターマリク・ジュ
ワイニー（２１）もバグダードの「サーヒブ・ディーワーン」に任命された。
　１３８
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　　　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
「サーヒブ・ディーワーン」という称号は、少なくともモンゴル支配期の
初めには、Ｊ．Ａ．Ｂｏｙｌｅが指摘したようにジュワイニー家出身者の通称のよ
うに使用されていたのだろう（Ｂｏｙｌｅ　１９９７（１９５８）：ｘｘｖｉｉｉ）。
　シャムス・アッディーンは、財務長官として、イラン地域の「全州」の
財務帳簿を整備し、年度会計を開始した（渡部２０１３）。ただフレグによる
任命当初は、フレグの西征時の征服地をはじめとして、フレグが支配者の
任免権を有した諸州の財政整備を担当していたと考えるのが自然だろう。
前章で確認したとおり、彼は１２７０年代にファールス州やルーム州の徴税
システムを整備している。すなわち彼が長官「μ
ワーン」は、父バハー・アッディーンが出仕したディーワーン、阿母河等
処行尚書省とは起源と管轄地域、税制を異にする機関であった。この機関
が、イルハン国の中央ディーワーン（ｄｉｗｈ－ｉ　ａ‘ｌｉｉ）の礎となったのであ
る。イルハン政権は、阿母河等処行尚書省との「二重」政権として成立し
たというよりは、二つのディーワーンの管轄地域はほぼ分かれ、重なって
いなかったのである。
　　　　　４．アバガ・ハン治世の阿母河等処行尚書省
４－１．アバガ・ハンの支配領域
　フレグの長子アバガは、１２６４年の父の死後、マーザンダラーン州から
首都マラーガに帰還し、王侯達による協議の末、１２６５年に即位した。そ
の後、１２７０年に、伯父である元朝のクビライ・カアンからイラン地域の
支配を承認されて、正式に即位した（Ｊａｍｉ‘：１０９７）。
　『集史』は、１２６５年のアバガの即位式の記事に続けて、アバガ治世中の
王侯の地方任命をまとめて伝えているが、実際には一度に各王侯が任命さ
れたわけではない。例えばアバガに代わり、大軍と共にアム河岸までのホ
ラーサーン州とマーザンダラーン州に派遣されたフレグの第６子トブシン
は、『集史』「部族篇」によると、アバガ即位の２年後に任命された
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（Ｊａ面‘：２０９）。彼の任地は、アバガの王子時代の駐屯地域と比べると、イ
ラク・アジャム州が含まれておらず、イルハン国東部の国境地域に移動し
ている。またアバガの弟ユシムトはやはり大軍と共に、フレグ治世より北
に位置するダルバンド、シルワーン州とムーガーン州、大アルメニア州の
アラタグ方面に任命された。両者の任地範囲の変更は、アバガ・ハン治世
のジュチ家およびチャガタイ家バラクの進軍に対し、国境防衛がさらに重
要視されるようになったためであり、またイラク・アジャム州がアゼルバ
イジャン州とともにアバガ自身の直接の支配圏・遊牧圏となったことを意
味している。
　さらにフレグの後継者決定の協議には、アルグン・アカも参列し
（Ｊ必‘：１０５９；恥皿球５３）、前述のとおり阿母河等処行尚書省の長官に再
任・留任された。一方、モンケ治世に、アルグン・アカの代理（ｎａ‘ｉｂ）
に任命されたイッズ・アッディーン・ターヒル・ファルユーマーディーは
「ホラーサーンの宰相位（ｗｉｚａｒａ－ｙｉ　Ｋｈｕｒａｓａｎ）」に任命されている。このよ
うに宰相の職掌に「ホラーサーン」という地域名が付されていることは、
アバガ治世に、阿母河等処行尚書省の実質的な支配領域がホラーサーン州
一帯に限定されていったことを示唆していると言えよう。
　しばしば言及されるように、『心魂の歓喜』によると、ホラーサーン、
マーザンダラーン、クヒスターン、クーミス、タバリスターンの諸州の徴
税と会計は、長い間「ホラーサーンの宰相」の管轄する「ホラーサーンの
至高なるディーワーン（ｄｉｗａｎ－ｉ　ａ‘狙－ｙｉ　ＫＩ！ｕｒａｓａｎ）」内で処理されていた。
そしてこれらの諸州の税収はイルハン達に申告されず、その一部はホラー
サーン州に駐屯する軍隊の経費に充てられていた。これらの州の会計が中
央ディーワーンに報告されるようになったのは、９代イルハン、アブー・
サイードの治世（１３１６－３５年）であった（Ｎｕｚｈａｔ：　１４７）。すなわち上述の５
州が、アバガ治世以降に「ホラーサーンのディーワーン」の直接の管理下
に置かれた地域で、阿母河等処行尚書省はイルハン国の東北地方を管轄す
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るディーワーンとなったのである。これは、クビライが支配権を固めた漢
地において、中統３年（１２６３年）に、燕京行中書省が中央に併合され、
その管轄地域が元朝の中書省の直接統治地となったこと（前田１９７３）と
相似している。
　さて１２７０年にチャガタイ家のバラクがホラーサーンに進軍すると、ア
バガ・ハンは弟達とアルグン・アカを伴い対戦し、勝利を収めた。そして
同年１１月に元朝のクビライ・カアンの勅令を得て、正式に帝王位
（ｐａｄｓｈａｈｉ）についた（渥耐‘：１０９７）。この直後に、ジュヂ家６代宗主モン
ケ・テムルより、アバガの対バラク戦勝利を祝う使節が到着し（Ｊａｍｉ‘：
１０９７）、１２７０年に、チンギス家王族によりフレグ家の支配が受け入れられ、
名実ともにイルハン国の支配領域が定まったと言えよう。
４－２．１２７０年代の人口調査
　１２７０年代には、イラン地域のいくつかの州で人口調査が行われた。『ヘ
ラート史記』は、６７１／１２７２－７３年と６７２／１２７３－７４年に行われたホラーサーン
州の州都ヘラートの人口調査について伝えている。　６７２年には、大アミー
ル（ａｍｉｒ　ａ１－ｕｍａｒａ’）のスンジャク、またオゴデイ・カアン治世以来、ホ
ラーサーン一帯に駐屯していたタマ軍の万戸長アラドウ（Ａｌｉｉｄ（ｉ）の兄弟
アフマド、それからホラーサーンの宰相に任命された先述のイッズ・アッ
ディーン・ターヒルの子で、彼の死後に宰相位を継いだワジーフ・アッ
ディーン、そしてマリク・ジャラール・アッディーン・スィムナーンなる
人物がヘラートを訪れ、人口調査を行い、住人を４区分した（Ｈａｒａｔ：３３８－
３９）。ジャラール・アッディーン・スィムナーンは、アバガの長子アルグ
ンが第４代イルハンに即位すると、「代理（ｎａ’ｉｂ）、書記（ｋａｔｉｂ）」
（恥抽
彼の出身地スィムナーンはマーザンダラーン地方に接するクーミスとタバ
リスターン州に属す都市であり（Ｎｕｚｈａｔ：　１６１）、アルグンは、王子時代に
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イラク・アジャム州に隣接するマーザンダラーン州に駐屯していた
（渥耐‘：１２０６）。　６７２年の人口調査の際に、すでにジャラール・アッディー
ンが王子時代のアルグンに仕えており、王子アルグンのもとからヘラート
の人口調査に派遣された可能性は十分考えられる。つまり人口調査を担当
した４名の人物は、それぞれアバガ・ハン、ホラーサーン地方に駐屯して
いた旧タマ軍に由来する軍隊、阿母河等処行尚書省、そしてホラーサーン
方面に駐屯していた王子アルグンのもとより派遣され、それぞれの送り主
のヘラートにおける分民を得て、徴税権などの権益を所持するようになっ
たと考えられる。
　またアルメニア人ステパノスは、アルグン・アカが、グルジスターン州
と大アルメニア州で新人口調査を行ったと伝えており（Ｇａｌｓ卯ｎ：３６；北川
１９９８：　８３）、この人口調査の実施年は、１２７３年あるいは１２７５年であった
（Ｂａｙａｒｓａｉｋｈａｎ　２０１０：　１１９）。
　これらの３州は、いずれもアルグン・アカが、人口調査、トゥメン区
分、クプチュル税の設定を行い、モンケ・カアンにより４王家の分地分民
が定められた地域である。特にグルジスターン州は、前述のとおりチャガ
タイ家テグデルの滞在地であったが、彼は１２７０年のバラク進軍時に共謀
したため、アバガに捕えられ、宮廷に留置された（ぶ加‘：１０７０－７１）、バラ
クの敗走を境に、チャガタイ家・オゴデイ家の王族がイラン地域の私財の
会計を請求する記録は伝えられていない。
　翻って東方に目を向けると、１２７６年に元朝により南宋が事実上滅亡し
た後、江南地域はモンゴルの支配下に置かれ、クビライ・カアンは１２８１－
１２８５年にかけて一族功臣の江南の分地分民を設定した。村岡倫氏は、
１２６６年にクビライ政権に対して反旗を翻し、中央アジアにおいて自立し
たオゴデイの孫カイドウ、１２７６年に挙兵した先帝モンケ・カアンの子シ
リギ、そして「シリギの乱」の首謀者であるトルイの庶子ソゲデイの子ト
ク・テムル、「シリギの乱」に呼応し、後にカイドウの陣営に所属したグ
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ユク家のホクとトグルクが江南の分地分民の対象からはずされていること
を指摘している（村岡１９９７：　１８）。また同様にカイドウと共にいたチャガ
タイ家のアルグとバラクの王子達も江南の分地分民の対象となっていない
はずであると考察した（村岡１９９７：１６）。
　これらの見解を踏まえると、１２７０年代におけるヘラート、グルジスター
ン、大アルメニアにおける新たな人口調査は、モンケ治世に定められた４
王家の分地分民の再整理、再分配のために行われ、恐らくチャガタイ家・
オゴデイ家を中心とする王族のイラン地域における権益は縮小化、あるい
は実質的に失われ、その一方で、フレグ家、特に当主アバガ・ハンと王子
達の権益は相対的に増加したであろうことが推測される。なお前稿で明ら
かにしたように、１３１６年に、ジュチ家のウズベク・ハンが、モンケ・カ
アンのヤルリグ（勅令）によりイラン地域に存在するジュチ家の私財収益
の引き渡しを求め、１４世紀初めにチンギスの庶子コルゲン家に属すタブ
リーズの工房が存在したように（高木２００９）、両家の私財は保持されてい
た。
　　　　　　　　　　　　　　おわりに
　本稿では、まず、先行研究にもとづき、モンケ・カアンが王族に分与し
た地域を確定した。次に、フレグの西征による新征服地、およびフレグが
支配権を承認した地方政権の支配地では、阿母河等処行尚書省も、フレグ
も人口調査とクプチュル税の施行を完遂しなかった可能性が高いこと、こ
れらの地域には４王家をはじめとするチンギス家王族の分地分民が設定さ
れず、フレグの直接的な支配下に入ったことを呈示した。その一方で、こ
れらの地域には、貢納、地租をはじめとする諸税、商税が課され、フレグ
家の重要な収入源となった。
　さらに『集史』のフレグ治世とアバガ治世の王侯任命の記事にもとづ
き、フレグには阿母河等処行尚書省の官僚と管轄地域の支配者の任命権が
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なく、同行尚書省は、モンケの死後も、基本的には変わりなく機能してい
たと思われることを確認した。そして１２６１年以降のフレグ家とジュチ家
の対立、１２６２年末のモンケ派とジュチ家の官僚の粛清、１２６５年のアバガ
即位、１２７０年のチャガタイ家バラクのホラーサーン進軍、その後の元朝
のクビライ・カアンによるアバガのイラン地域支配の承認を契機として、
徐々に阿母河等処行尚書省のチンギス家王族の権益と分地分民を管轄する
という成立以来の機能は薄らぎ、イラン北東部の限られた地域を管轄する
地方財務機関となっていったことを明らかにした。
　そして最後に、１２７０年代にイラン地域のチンギス家王族の権益と分地
分民が再整理されたことを提示したが、この出来事は、イルハン国の確
立、フレグ家のイラン地域の権益獲得という事実と表裏一体であったと考
えられる。この点については、稿を改めて、元朝との関係も考慮しながら
検討したい。
　また本稿では、モンゴル支配下のイラン地域の全体に一律に人口調査に
もとづく人頭税が課されたわけではないことを確認したが、この事実は、
長期的には、モンゴルがイラン高原の農耕地帯、商業網を掌握していく過
程で、伝統的な支配体制から新たな統治システムを模索していったことを
示している。この新たな統治システムの検討にも今後の課題としたい。
注
　（１）伝統的に戸籍が存在しないイランやトルキスタンなどの地域では、人口調
　　査を行い、人口に基づく新税を導人した。
　②　クプチュルの徴収額は、モンケ治世のクプチュル設定時には１０人毎に７０
　　ディーナールの税率で、フレグの西征時には富者に５００ディーナール、貧者
　　に１ディーナールが課された（本田１９９１ａ：　２８８－８９）。イルハン国期の簿記術
　　指南書によると、Ｉ人あたりフディーナール、１０－　１１　ディーナール（渡部
　　２０１３）などであった。
　（３）カランは、元来は賦役、軍役を指すが、現金納入で代用される場合もあっ
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　　た（本田１９９１ａ：　２９７－９９）。
　（４）例えばホラーサーン地方の東方に位置するスィースターン地方では、
　　６３９／１２４０－４１年初めに「人口調査（ｓｈｕｍａｒａ）」と「クプチュルとカラン
　　（ｑａｌａｎ）の設定」が実施された（ＳＺ，ｉ，７：　３９７；　Ｂｏｓｗｏｒｔｈ　１９９４：　４３０）。この地域
　　の統制は、ホラーサーン地方のヘラートを拠点とする地方政権クルト朝の支
　　配者マリク（ｍａｌｉｋ）に任せられていたが、イルハン国の恒常的な支配が及
　　んだわけではない。
　（５）アルグン・アカは、１２５６年に人口調査と税の設定報告のためにモンケの
　　宮廷を訪れ、イランに帰還すると、再びグルジスターン地方で人口調査と千
　　戸の設定と人口税クプチュルの設定を行った。グルジスターン州では、この
　　時に始めてクプチュル税が課されたりαＭ，ｌｇｌｊ功砂：ＩＩ，２６１；北川１９９８）。さら
　　に６５６／１２５８年には、ホラーサーン州の州都ヘラートに、人口調査のための
　　使節が送られている（Ｈａｒａｔ：　２７８）。グルジスターンとヘラート一帯では、
　　１２５８年頃に再び人口調査が行われたと考えられる。
　（６）トゥメンの構造については別稿において改めて検討したい。
　（７）鋳造貨幣の分布を研究したＪ．Ｋｏｌｂａｓは、アッラーンには、モンケ・カア
　　ンによるクプチュル税施行以前より、人頭税が課されていたと考察している
　　（Ｋｏｌｂａｓ　２００６：　１４０）。
（８）限定的には主にモンゴル支配以前から存在した地租を指すが、徴税区ごと
　　に差異が存在した（本田１９９１ａ：　２８５；　Ｌａｍｂｔｏｎ　１９８８：　１８９；　渡部２０１３）。
（９）イルハン国期のバグダードについては、Ｗｅｉｓｓｍａｎ（１９９０）とＧｉｌｌｉ．Ｅｌｅｗｙ
　　（２０００）を参照した。
（１０）アルトゥク朝支配地域における人口調査、Ｖａｔｈの提示するイスラームの
　　伝統的な税ではない苛税（ａ１－Ｋａｌａｆ）、ａ１－Ａｑ蝸、賦役（Ｕａ§ａｒ　ａｓ，ＳＵｒ）の性質、
　　そのほかの税制については、なお検討を要する。
（１１）これらの地方政権については、Ｌａｍｂｔｏｎ（１９８６）、Ｌａｍｔｏｎ（１９８７）、Ｌａｎｅ（２００３）、
　　Ａｉｇｌｅ（２００８）などに詳しい。
（１２）Ｋｏｌｂａｓは、アタベク・アビシュの名で６６５／１２６６－６７年までに発行された銅
　　貨が、アルグン・アカが人頭税徴収時に発行した貨幣と同じ六角形の枠組を
　　有するため、ファールス州内での人頭税徴収と商用に使用されていた可能性
　　を指摘している。ただ通常は、クプチュル税が銅貨により徴収されることは
　　ないため、フレグ治世にフレグの第ＩＩ子モンケ・テムルと婚約したアビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４５
一
一
一
一
　　シュが、ファールス州で徴収した税収を王室財政と地方行政のために使用し
　　たと考察している（Ｋｏｌｂａｓ　２００６：　１６９－７０）。
（１３）書簡には、キルマーンの「カランとクプチュルと軍役（ｃｈａｒｉｋ）と臨時超
　　過税（ｉｋｈ皿ｊａｔ）」「キルマーンのディーワーンのカランとクプチュルと臨時
　　税（ｔａｙｙａｒａｔ）と苛税（ｔａｋｎｉｔ）」（Ｍｕｋａｔａｂａｔ：１１－１２）とある。
（１４）１４世紀に書かれた著者不明の『セルジューク朝史』の１２９３－９４年の記述
　　に、一例のみクプチュルという言葉が確認される。コニヤにおいて、５代ガ
　　イハト・ハンがコニヤに派遣したアミールが「押収（ｍｕ４ｄａｒａ）とｑｎｂ」ｎｒに
　　より人々を苦しめた」（＆ｚ佃９：　１３０）とあるように、ここではペルシア語の
　　「押収」という単語と併記されている。このようにコニヤの住人にクプチュ
　　ル税が課せられた記録はほかになく、この記述にもとづきルームで正規のク
　　プチュル税が恒常的に施行されていたと断定することはできない。またこの
　　「押収」とｑｎｂ」ｉｉｒは、類義語の併記表現とみなされ、このｑＵｔ！」なはモンゴル
　　語ｑｕｂ６ｉｒｉの原義「取り集めること」「徴発」という意味で使用されている可
　　能性もあるだろう。
（１５）モンゴルは、６４２／１２４４－４５年に、ダマスクスにおいて、富者に１０ティー
　　ナール、中間層に５ディーナール、貧者に１ディーナールと、収入により課
　　税額の異なる人頭税（ｑ節‘ａ）を課し（Ｐａｔｔｏｎ　１９９１：　５５）、アレッポでも税が
　　課された（Ａｍｉｔａｉ　１９９５：　２０）。「世界征服者の歴史」によると、６４１／１２４３－４４年
　　に、ルームとジャーム（シリア）とアレッポの支配者達がアルグン・アカの
　　もとに使節を送ったため、アルグン・アカは正税（ｍ訂）の回収のためにそ
　　れらの地域に使節を派遣した（ゐ尨、７即幼砂：ＩＩ，２４３）。　Ｐａｔｔｏｎは、この時にモ
　　スルもモンゴルによる課税対象地となったと推測する。ただし『ヘラート史
　　記』によると、アルグン・アカがモスルの人口調査のためにアミールを派遣
　　したのは６４６年であり、モンゴルがモスルに直接に正規の税制システムを導
　　入しようと試みるのは、数年後であったと思われる。
（１６）ｒ心魂の歓喜』には、ディヤール・バクル州とディヤール・ラビーア州の
　　諸都市に対し、タムガ税がディーワーン税として課されていたという記述は
　　ない。
（１７）フレグ軍の先鋒キトブカが率いる軍隊は、１２６０年に、後にマムルーク朝
　　スルターンとなるバイバルスの軍隊とアイン・ジャールートで対戦して大敗
　　を喫し、キトブカは捕虜となり処刑された。この対戦に従軍したタマ軍の万
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　　戸長サーラール・ベクは敗走し、逃げ帰った。フレグは彼を処刑し、彼の諸
　　千戸を他のアミール達に割当てた（Ｊａｍｉ‘：７４）
（１８）ディヤール・バクル州のモスルでは、パドル・アッディーンの死後に、彼
　　の子が前述のとおりマムルーク朝スルターンのもとに逃走した。
（１９）渡部氏も『選史』のフレグ治世に「ディーワーンはアルグン・アカの（家
　　の）門にあった」（ＧｕｚＴｄａ：５９０）という記述に着目し、同じ見解に達してい
　　る（渡部２０１３）。
（２０）この点について、筆者は別稿を準備している。
（２１）アターマリク・ジュワイニーは、アルグン・アカがフレグの遠征軍を出迎
　　えた後、モンケの宮廷に人口調査結果の報告に向かった際に、アルグン・ア
　　カの指示により「イランの諸国の諸事の方策（ｔａｄｂｉｒ－ｉ　ｍａμ１ｉｔ１－ｉ　ｍａｍａｌｉｋ－ｉ
　　ｈｎ）」のために、アルグン・アカの子ケレイ・マリク達と共にフレグに随
　　行した（ゐ尨、７ｇｚｊｊ，砂：ＩＩＩ，１０１）。この出来事をもってイルハン国の成立、中
　　央ディーワーンの成立とみなす見方もあるが、それはあくまでもフレグのイ
　　ラン到着をもってイルハン国成立とみなす『集史』の解釈であると思われ
　　る。この点については別稿で論じる。
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　　Ｅｃｏｎｏｍｉｃ，ａｎ£
Ｌａｎｅ，Ｇｅｏｒｇｅ，　１９９９．　“Ａｒｇｈｕｎ　Ａｑａ：　Ｍｏｎｇｏ１　Ｂｕｒｅａｕｃｒａｔ，”　かα㎡回＆㎡ｆａ，３２（４）：４５９－８２・
－２００３．Ｅａｒｌｙ　Ｍｏｎｇｏｌ　Ｒｕｌｅ　ｉｎ　Ｔｈｉｒｌｅｅｎｌｈ－Ｃｅｎｌｕｙｙ　ｌｒａｎ　；　ノ１　Ｐｅｒｓｉａｎ　Ｒｅｎａｉｓｓａｎｃｅ、
　　Ｌｏｎｄｏｎ．
Ｍｅｌｖｉｌｌｅ，Ｃｈａｒｌｅｓ．２００９．“Ａｎａｔｏｌｉａ　ｕｎｄｅｒ　ｔｈｅ　ＭｏｎｇｏＸｓｊ’　Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ　Ｈｉｓｔｏｒｙ　げＴｔ４ｒｋｅｙ．
　　回／。１御ｚα必ｚｊ７７１　１（汀ｉｊ廠７７θ７７－μｊｊ．Ｅｄ．ｂｙＫ，Ｆｌｅｅｔ．Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ：５１－１０１・
Ｍｉｎｏｒｓｋｙ，Ｖ　１９６４．“Ｐｎｒ－ｉ　Ｂａｈａ　ａｎｄ　Ｈｉｓ　Ｐｏｅｍｓｙ　ｌｒａｎｉｃａ↓・７ｉｇｚｚ砂丿哨ｃ／ａ．Ｔｅｈｒａｎ：　２９２－
　　３０５．
???
１４９
岩武昭男２００１『西のモンゴル帝国－イルハン朝－』関西学院大学出版会．
愛宕松男１９８８「蒙古人政権治下の漢地における版籍の問題」『愛宕松男東洋史学
　　論集　第４巻元朝史』三一書房：２１１－２５５（初出『羽田博士頌壽記念東洋史
　　論叢』東洋史研究会：２８３－４２９，１９５０）．
川本正知２０００「中央アジアのテュメンなる地域区分について」『西南アジア研究』
　　５３：　２４－６０．
－２０１３『モンゴル帝国の軍隊と戦争』山川出版社．
北川誠一１９７７「テグダル・オグルの反乱について」ｒオリエント』２０－２：　５７－７３．
１９７８「モンゴル帝国のイラン支配とオルベリヤン家の台頭」ｒ北海道大学
Ｏｒｈｏｎｌｕ，Ｃ．１９８１．“ＫＨＡＳＳ．”Ｅｎｃｙｃｌｏｌ
Ｐａｔｔｏｎ，Ｄ．１９９１．Ｂａｄｒ　ａｌ－７）ｉｚｌ加Ｕｔ・Ａｔａｂｅｇ　ｏｆＭｏｓｕｌ，　ｊ２１１－１２５９．　Ｓｅａｔｔｌｅ・
Ｓｐｕｌｅｒ，Ｂ．１９８Ｓ．Ｌ）ｆｅがθｚ７ｇθ／四加かα７１ｊ？Ｑ／ｊｚ叱降ｒｗα加昭回丿尺㎡加，・加ｒ７／幼ｎｚ耐．
　　Ｌｅｉｄｅｎ．
Ｖｉｉｔｈ，Ｇ．１９８７．Ｚ）ｉｅ　Ｇｅｓｃｈｉｃｈｔｅ　ｄｅｒ　ａ吋ｕｑｉｄｉｓｃｈｅｎ　Ｆｉｒｓｔｅｎｌｉｉｍｅｒ　ｉｎ　Ｓｙｒｉｅｎｕｎｄ　ｄｅｒ
　　（５ａｚｉｒぷ１－Ｆｕｒａｔｉｙａ（４９６－８１２ノ１００２－ｊ４０９）．Ｂｅｒｌｉｎ・
Ｗｅｉｓｓｍａｎ，Ｋ．１９９０．Ｍ回即／ｊ？㎡ｅ加＆ｚｇＭ㎡，Ｅｖｉｄｅｎｃｅ夕ｏｍ　ｔｈｅ　Ｃｈｒｏｎｉｃｌｅ　ｏｆ　ｌｂｎ　ａｌ－
　　ＦＭ，・ｗα趾・６ｊ６ｚθ７叩ｊ．Ｈ、Ｚ１２５８　ｔＯ　１３０１　Ｃ、Ｅ、ＰｈＤ　Ｔｈｅｓｉｓ，　Ｔｈｅ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆＣｈｉｃａｇｏ，
　　Ｃｈｉｃａｇｏ，　ｍｉｎｏｉｓ．
井谷鋼三１９８０「モンゴル侵入後のルーム」『東洋史研究』３９－２：　１１０－１３９．
１９８５「イルハン国とルーム」『イスラム世界』２３　・　２４：　３４－５４．
１９８３「シルヴァーンとグルジスターンのモンゴル軍」『北海道大学文学部
???
１９９１Ｃ「阿母河等処行尚書省」『モンゴル時代史研究』東京大学出版会
１９９８「モンゴル帝国のグルジア征服」『オリエント』４０－２：　６９－８４．
１９９１ｂ「タムガ税」「モンゴル時代史研究」東京大学出版会：３２３－３２（初出
文学部紀要』２６－２：　５１－１１２
紀要』３２－Ｉ：　１０９－１６１．
高木小苗２００９「フレグ遠征時のイランにおけるモンゴル王族の権限と私財」『史
　　滴』３１：　１３３－５６．
本田実信１９９１ａ「ガザン・ハンの税制改革」『モンゴル時代史研究』東京大学出
　　版会：２６１－３２２（初出ｒ北海道大学文学部紀要ＪＩ０，１９６１）．
『和田博士古希記念東洋史論集』講談社，１９６１）
１０１－２６（初出『北方文化研究』２，１９６７）
１５０
１９９０「いわゆる元朝の軍戸数について」ｒ布目潮風博士古稀記念論集　束
１９９７「元代江南投下領とモンゴリアの遊牧集団」「龍谷紀要」１８－２：　１３－３０．
１９９１ｅ「イルハンの冬営地・夏営地」『モンゴル時代史研究』東京大学出
　　　　　　　　　　二つの「ディーワーン」
１９９１ｄ「モンゴルとイスラム」『モンゴル時代史研究』東京大学出版会
１９７－２３２（初出『岩波講座世界史』８，１９６９）
???
１５１
２０１３「１３－１４世紀モンゴル支配期イランの財政制度と財務帳簿：ペルシア
２００７「Ｄ頑ａｒ－ｉ　Ｄｉｌｇｔ４ｓｈむこ見えるシャバーンカーラ史の叙述－モンゴル
２０１１「１３世紀モンゴル支配期イランのペルシア語財務術指南書如お／㎡万
版会：３５７－８１（初出『東洋史研究』３４－４，１９７６）
前田直典１９７３「元朝行省の成立過程」「元朝史の研究」東京大學出版会：１４５，２０２
　　（初出「史学雑誌」５６－６，１９４５）．
松田孝一１９７８「モンゴルの漢地統治制度一分地分民制を中心として」『待兼山論
　　叢』２：３３－５４．
森平雅彦２０１３「事元期高麗における在来王朝体制の保全問題」「モンゴル覇権下
　　の高麗：帝国秩序と王国の対応」名古屋大学出版会『初出ｒ北東アジア研
　　究』別冊第１号，２００８）．
四日市康博２００７「モンゴル帝国の国家構造における富の所有と分配一遊牧社会
　　と定住社会，中華世界とイラン世界一」『九州大学２１世紀ｃｏＥプログラム
　　「東アジアと日本：交流と変容」ワークショップ』：１６５－８１．
渡部良子１９９７「イルハン朝の地方統治－ファールス地方行政を事例として」
　　『日本中東学会年報』１２：　１８５－２１６．
　　アジアの法と社会』汲古書院．
村岡倫１９９２「オゴデイ・ウルスの分立」『東洋史苑』３９：２０４８．
㎡－以ｉｓａｂ」高松洋一編『イラン式簿記術の発展と展開－イラン、マムルーク
朝、オスマン朝下で作成された理論書と帳簿』イスラーム地域研究東洋文庫
拠点：９－３５．
時代史研究における韻文史書利用の可能性」『上智アジア学』２５：４９－８０
語財務技術の発展と近世への継承」「近世イスラーム国家と多元的社会」
２０１２年度第４回研究会発表レジュメ（２０１３年３月２日、於東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究所）．
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二つの「ディーワーン」
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カイドウ
ウマル
モエトゥゲンーイェスン・ドウアーバラク
系図中の記号
，①②③……モンゴル帝国カアン位
１，２．３１は，各王家のハン位
テンギス家系図
①チンギスソ立（１２０６－２７）
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